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本
日
こ
こ
に
、
令
和
五
年
第
一
回
臨
時
会
の
開
会
に
あ
た
り
、 

提
出
い
た
し
ま
し
た
案
件
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
概
要
を
ご
説
明
申
し

上
げ
ま
す
。 

併
せ
て
、
三
期
目
就
任
に
あ
た
り
、
私
の
所
信
の
一
端
を
申
し
述
べ
、

議
員
各
位
並
び
に
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

先
月
行
わ
れ
ま
し
た
南
ア
ル
プ
ス
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
市
民

の
皆
様
を
は
じ
め
各
方
面
か
ら
の
力
強
い
ご
支
援
と
、
多
大
な
ご
支
持

を
賜
り
、
南
ア
ル
プ
ス
市
民
の
代
表
と
し
て
、
引
き
続
き
市
政
運
営
の

舵
取
り
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
か

ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
新
た
な
決
意
と
情
熱
を

も
っ
て
取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。 

 

就
任
一
期
目
は
、「
ハ
ー
ド
か
ら
ハ
ー
ト
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、

子
育
て
支
援
の
充
実
、
公
共
施
設
の
再
配
置
、
健
全
財
政
の
維
持
を
中

心
に
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。 

二
期
目
に
は
、
一
期
目
の
成
果
を
基
盤
に
「
市
民
目
線
で
さ
ら
な
る
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前
進
」
を
実
現
す
る
た
め
、
南
ア
ル
プ
ス
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
へ

の
新
産
業
拠
点
の
整
備
、
積
極
的
な
企
業
誘
致
、
こ
ど
も
・
子
育
て
応

援
宣
言
を
は
じ
め
と
す
る
子
育
て
支
援
策
の
推
進
を
実
現
い
た
し
ま
し

た
。 三

期
目
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
二
期
八
年
間
に
積
み
上
げ
て
き

た
実
績
を
さ
ら
に
磨
き
あ
げ
る
こ
と
で
、
南
ア
ル
プ
ス
市
の
活
性
化
を

力
強
く
推
し
進
め
、
今
後
の
四
年
間
の
み
な
ら
ず
、
将
来
に
わ
た
り
発

展
し
て
い
く
た
め
の
礎
と
な
る
べ
く
、
未
来
を
拓
く
市
政
運
営
に
全
力

を
傾
注
す
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

南
ア
ル
プ
ス
市
は
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
お
り
ま
す
。
そ
の
可
能

性
を
、
将
来
を
担
う
若
い
世
代
に
し
っ
か
り
と
引
き
継
ぐ
た
め
、
ま
さ

に
こ
の
四
年
間
に
効
果
的
な
施
策
を
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。 

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
へ
の
対
応
、
市
の
玄
関
口
と
な
る
南
ア
ル

プ
ス
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
整
備
、
子
育
て
支
援
、
住
環
境
の
整

備
や
空
き
家
対
策
な
ど
、
市
の
抱
え
る
課
題
は
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
か

ら
、
市
政
課
題
を
一
つ
ひ
と
つ
着
実
に
解
決
す
る
た
め
、
次
の
三
つ
を
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柱
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
い
た
し
ま
す
。 

 

先
ず
、
一
点
目
は
「
未
来
を
つ
く
る
産
業
振
興
」 

次
に
、
二
点
目
は
「
希
望
を
か
な
え
る
子
育
て
応
援
」 

最
後
に
、
三
点
目
は
「
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
整
備
」
で
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
三
つ
の
柱
を
積
極
的
に
推
進
し
、
相
互
に
連
携
し
た
好
循
環
を

生
む
こ
と
で
、
南
ア
ル
プ
ス
市
が
将
来
に
わ
た
り
発
展
し
て
い
く
、
未

来
を
拓
く
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

今
後
、
こ
れ
ら
の
公
約
の
実
施
に
つ
き
ま
し
て
は
、
南
ア
ル
プ
ス
市

総
合
計
画
と
一
体
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
た
め
、
現
在
の
「
第
二

次
南
ア
ル
プ
ス
市
総
合
計
画
」
と
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
今
年
度
か

ら
二
カ
年
を
か
け
て
策
定
す
る
「
第
三
次
南
ア
ル
プ
ス
市
総
合
計
画
」

に
反
映
し
、令
和
七
年
か
ら
令
和
十
六
年
ま
で
の
計
画
期
間
に
お
い
て
、

南
ア
ル
プ
ス
市
が
目
指
す
将
来
像
を
明
確
に
定
め
、
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
四
年
間
、
全
て
の
市
民
の
皆
様
の
幸
せ
と
南
ア
ル
プ
ス
市
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の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、
全
身
全
霊
を
傾
け
て
市
政
運
営
に
取
り
組

む
所
存
で
す
の
で
、
議
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
も
ご
理
解
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

次
に
、
提
出
い
た
し
ま
し
た
案
件
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
概
要
を
ご

説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
臨
時
会
に
提
出
い
た
し
ま
し
た
案
件
は
、
条
例
の
一
部
改
正
の
専

決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
案
四
件
、
補
正
予
算
の
専
決
処
分
に
つ

き
承
認
を
求
め
る
案
二
件
、
同
意
案
三
件
、
合
わ
せ
て
九
件
で
あ
り
ま

す
。 

 

は
じ
め
に
、
承
認
第
二
号
、「
南
ア
ル
プ
ス
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」
で
あ

り
ま
す
。 

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
、
令
和
五
年
三
月
三
十
一

日
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
南
ア
ル
プ
ス
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
必
要
が
生
じ
、
特
に
緊
急
を
要
す
る
た
め
議
会
を
招
集
す
る
時
間

的
暇
が
な
い
こ
と
か
ら
、
地
方
自
治
法
第
百
七
十
九
条
第
一
項
の
規
定
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に
基
づ
き
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
に
専
決
処
分
し
た
の
で
、
議
会
に

報
告
し
、
承
認
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

次
に
、
承
認
第
三
号
、「
南
ア
ル
プ
ス
市
地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進

に
よ
る
地
域
の
成
長
発
展
の
基
盤
強
化
の
た
め
の
固
定
資
産
税
の
免
除

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」
で
あ
り
ま
す
。 

地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に
よ
る
地
域
の
成
長
発
展
の
基
盤
強

化
に
関
す
る
法
律
第
二
十
六
条
の
地
方
公
共
団
体
等
を
定
め
る
省
令
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
が
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
公
布
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
生
じ
、
特
に
緊
急
を
要

す
る
た
め
議
会
を
招
集
す
る
時
間
的
暇
が
な
い
こ
と
か
ら
、
地
方
自
治

法
第
百
七
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
五
年
三
月
三
十
一

日
に
専
決
処
分
し
た
の
で
、
議
会
に
報
告
し
、
承
認
を
求
め
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。 

 

次
に
、
承
認
第
四
号
、「
南
ア
ル
プ
ス
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
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て
」
で
あ
り
ま
す
。 

地
方
税
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
が
令
和
五
年
三
月

三
十
一
日
公
布
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
す
る
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
規
定
に
つ
い
て
、
対
象
期
間
を
延
長

す
る
こ
と
に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
必
要

が
生
じ
、
特
に
緊
急
を
要
す
る
た
め
議
会
を
招
集
す
る
時
間
的
暇
が
な

い
こ
と
か
ら
、地
方
自
治
法
第
百
七
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
に
専
決
処
分
し
た
の
で
、
議
会
に
報
告
し
、

承
認
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

次
に
、
承
認
第
五
号
、「
南
ア
ル
プ
ス
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」
で

あ
り
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
介
護
保
険
料
の
減
免
規

定
に
つ
い
て
、
対
象
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
に
伴
い
、
介
護
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
生
じ
、
特
に
緊
急
を
要
す
る
た
め
議
会
を

招
集
す
る
時
間
的
暇
が
な
い
こ
と
か
ら
、
地
方
自
治
法
第
百
七
十
九
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
に
専
決
処
分
し
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た
の
で
、
議
会
に
報
告
し
、
承
認
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

次
に
、
承
認
第
六
号
、「
令
和
五
年
度
南
ア
ル
プ
ス
市
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
一
号
）の
専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」

で
あ
り
ま
す
。 

食
費
等
の
物
価
高
騰
に
直
面
し
、
影
響
を
特
に
受
け
る
低
所
得
の
子

育
て
世
帯
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
国
が
実
施
す
る
子
育
て
世
帯

支
援
特
別
給
付
金
事
業
の
経
費
に
つ
い
て
、
特
に
緊
急
を
要
す
る
た
め

議
会
を
招
集
す
る
時
間
的
暇
が
な
い
こ
と
か
ら
、
地
方
自
治
法
第
百
七

十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
五
年
四
月
七
日
に
専
決
処
分

し
た
の
で
、
議
会
に
報
告
し
、
承
認
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

次
に
、
承
認
第
七
号
、「
令
和
五
年
度
南
ア
ル
プ
ス
市
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
二
号
）の
専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」

で
あ
り
ま
す
。 

国
が
実
施
す
る
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
事
業
に
上
乗

せ
す
る
形
で
、
山
梨
県
が
独
自
に
実
施
す
る
給
付
金
事
業
の
経
費
に
つ

い
て
、
特
に
緊
急
を
要
す
る
た
め
議
会
を
招
集
す
る
時
間
的
暇
が
な
い
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こ
と
か
ら
、
地
方
自
治
法
第
百
七
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

令
和
五
年
五
月
二
日
に
専
決
処
分
し
た
の
で
、
議
会
に
報
告
し
、
承
認

を
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

次
に
、
同
意
案
第
一
号
、「
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
」
で

あ
り
ま
す
。 

小
野

お

の 

ゆ
り 

教
育
委
員
の
任
期
が
、
本
年
五
月
三
十
一
日
を
も
っ
て

満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
新
た
に
飯
野
在
住
の
芦
澤

あ
し
ざ
わ 

秀 ひ
で

幸 ゆ
き 

氏
を
任
命

し
た
い
の
で
、
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
第
四

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

次
に
、
同
意
案
第
二
号
、「
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
」
で
あ
り
ま

す
。 望

月

も
ち
づ
き 

健
二

け

ん

じ 

監
査
委
員
の
任
期
が
、
本
年
五
月
二
十
九
日
を
も
っ
て

満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
新
た
に
山
寺
在
住
の
土
屋

つ

ち

や 

正
文

ま
さ
ふ
み 

氏
を
選
任

し
た
い
の
で
、
地
方
自
治
法
第
百
九
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 
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次
に
、
同
意
案
第
三
号
、「
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
」
で

あ
り
ま
す
。 

小
林

こ
ば
や
し 

孝
夫

た

か

お 
公
平
委
員
の
任
期
が
、
本
年
五
月
二
十
九
日
を
も
っ
て

満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
新
た
に
百
々
在
住
の
小
野

お

の 

俊
文

と
し
ふ
み 

氏
を
選
任

し
た
い
の
で
、
地
方
公
務
員
法
第
九
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

以
上
、
提
出
案
件
に
つ
い
て
の
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。 

何
卒
、
よ
ろ
し
く
ご
審
議
の
上
、
ご
議
決
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

令
和
五
年
五
月
二
十
三
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

南
ア
ル
プ
ス
市
長 

金 

丸 

一 

元 

   


